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Abstract: 本研究では，インターネットアンケートを用いて，対話エージェントの外見における

年齢と背景の組み合わせが，問診時の自己開示に与える影響を調査した．年齢を変化させた２種

類の男性キャラクターと白地，診療室，役員室の３種類の背景を用いて比較した．その結果，対

話エージェントの年齢が同じでも背景が変わることで自己開示のしやすさが変化することが明

らかになった．また，背景が同じでも年齢が変わることで自己開示のしやすさが変化することも

明らかになった．年齢と背景の組み合わせが，対話エージェントの設計において重要な役割を担

うことを示した． 
 

背景 

対話エージェントは医療領域での活用が進んでい

る[1][2][3]．特に問診やカウンセリングでは，対話エ

ージェントが有効な役割を果たしている[4][5]．これ

は，対話エージェントによって，患者が自己開示し

やすくなり，医師に伝えにくい情報も共有できるか

らである． 
 対話エージェントの外見は，対話エージェントに

対する利用者の認識や印象に影響を及ぼすことが知

られている．Stel らは，対話エージェントの外見を

年齢，性別，職業の 3 つの要因に分けて，それぞれ

の影響を検証した[6]．その結果，外見から推測され

る年齢，性別，職業は，利用者の対話エージェント

に対する印象を変えることが示された． 
 Stel らは，外見の各要因を単独で扱い，その組み

合わせの働きについて着目されていない．一方，藤

堂ら[7]は，外見特性の 2 つの要因の組み合わせが，

もう 1 つの要因に対する評価を変化させ，自己開示

に影響を与えることを明らかにした．この研究から，

対話エージェントの印象を変化させる要因の組み合

わせが他の要素に影響を与え，利用者の行動や心情

を変化させる知見を与えている． 
 対話エージェントの印象を変化させる要因の１つ

として対話エージェントが表示されている周囲の背

景がある．対話エージェントの背景も利用者が受け

る印象に影響を与えることが知られている[8][9]．し

たがって，背景と対話エージェントの外見特性との

組み合わせによって，利用者の印象や自己開示に異

なる効果が生じることが予見される． 
 そこで本研究では，医療現場で運用されることを

想定した対話エージェントの年齢と背景の組み合わ

せが，利用者の自己開示にどのように影響するか調

査する． 

手法 

調査方法 

調査を行うために，4 つの項目を準備した．(1)対
話エージェントの年齢と背景の組み合わせを表す調

査画像の作成，(2)自己開示の影響を測定するための

質問項目の設計，(3)対話エージェントとの問診画面

の設計，(4)アンケート画面の設計である．それぞれ

の項目について述べる． 
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調査画像の作成 

 調査画像は，対話エージェントとその背景の 2 つ

の要素で構成される．本調査では，医療現場で働く

医師を模したキャラクターに対話エージェントに対

話エージェントの役割を付与した．また，対話エー

ジェントの年齢が自己開示に与える影響を調べるた

めに，年齢以外の特性である性別，職業を揃えて作

成した．図 1 に，作成した対話エージェントの画像

を示す．図 1(a)は「若者・男性・医師」，図 1(b)は「年

配・男性・医師」である．対話エージェントの画像

は，漫画家に依頼して作成した． 
 背景は，それぞれ対話エージェントの置かれてい

る立場が明確に変わるように設定した．一定の社会

的地位が存在する思われる背景として，役員室の画

像(図 2)を用意した[10]．また，医師が通常勤務して

いると思われる背景として，診療室の画像(図 3)を用

意した[11]． 
 そのため，用意する画像の組み合わせは，2 つの年

齢（若者・年配）×3 つの背景（背景無し・役員室・

診療室）の 6 種類となる． 

 

図 1 使用したキャラクター 

 

図 2 ⃣ 役員室を想定した背景[10] 

 

図 3 診療室を想定した背景 [11] 

自己開示の影響を調査する質問項目の設計 

 各問診項目に対して自己開示の影響を調査するた

めに，答えやすさと正直さの 2 項目を用意した（表

1）．それぞれの質問項目ごとに 5 件法のリッカート

尺度でアンケート協力者に回答させた．答えやすさ

の項目では「1：とても答えやすい，2：答えやすい，

3：どちらでもない，4：答えにくい，5：とても答え

にくい」と設定した．正直さの項目では「1：かなり

正直に答えられる，2：正直に答えられる，3：どち

らでもない，4：正直に答えられない，5：全く正直

に答えられない」と設定した． 
表 1 自己開示の質問項目 

答えやすさ キャラクターに問診されるにあた

り，答えやすさについてどの様に

感じますか． 

正直さ キャラクターに対して，問診の内

容を正直に回答することができま

すか？ 

問診項目の設計 

 対話エージェントが質問する問診項目は，様々な

疾患で利用される問診項目の中から選択し，3 問抽

出した．質問した項目を表 2 に示す．また問診項目

の作成にあたっては現役医師の監修を受けた． 
表 2 対象となる問診項目 

Q1 あなたの今日の体温を教えて下さい． 

Q2 あなたは今までに“高血圧症・糖尿病・高

コレステロール血症・気管支喘息・胃十

二指腸潰瘍・前立腺肥大・緑内障・結核”
といった病気を診断されたことはありま

すか？ 

Q3 家族の中で今までに“高血圧症・糖尿病・

高コレステロール血症・気管支喘息・胃

十二指腸潰瘍・前立腺肥大・緑内障・結

核”といった病気を診断されたことはあり

ますか？ 



アンケート画面の設計 

 アンケート画面の上部に，アンケート協力者が病

院に来て問診に答えるという状況を説明するリード

文として「あなたは体調不良のために病院に来てい

ます．そこでタブレットを受けとって問診に答える

ことになりました．タブレットに表示されたキャラ

クターがあなたに対して健康状態などを尋ねます．

キャラクターから提示された問診内容に答える場面

です．」と表示させた． 
 また，アンケート協力者が対話エージェントから

質問されているよう認識させるために，問診項目を

吹き出しに入れて表示させた． 

分析方法 

 対話エージェントの年齢と背景の組み合わせによ

る自己開示の影響を，(1)対話エージェントが同じ年

齢であっても，背景の違いによって自己開示に影響

するかどうか，(2)背景が同じでも，対話エージェン

トの年齢の違いが自己開示に影響するか，という 2
つの側面から分析する． 
 (1)では，「若者」と「年配」の対話エージェントに

おける，「背景なし」，「診療室背景」，「役員室背景」

の自己開示への影響をそれぞれ比較した．比較にお

いては，リッカート尺度では正規分布を仮定できな

いため 3 群以上のノンパラメトリック検定である，

Steel-Dwass 検定を用いた． 
 (2)では，「診療室背景」と「役員室背景」における，

「若者」と「年配」の自己開示への影響をそれぞれ

比較した．比較においては，リッカート尺度では正

規分布を仮定できないため，2 群のノンパラメトリ

ック検定である Mann-whitney の U 検定を利用した． 
 これらを分析することによって，対話エージェン

トの外見から認識される年齢と，対話エージェント

が存在する背景の影響の関わり合いを調査した． 

結果 

調査の概要 

 調査はクラウドソーシングサービスを用いて Web
アンケートを用いて行った．アンケート協力者は計

600 人であり，各画像に対して 100 人が回答した（重

複なし）．また，回答者の平均年齢は 43.1 歳であり，

最高年齢は 50 歳，最低年齢は 30 歳であった．また

全員が日本在住であった．アンケートは 2023 年 2 月

1 日から 2023 年 2 月 12 日の間に行った． 

背景の違いによる対話エージェントごとの

自己開示の影響 

 背景の違いによる対話エージェントごとの自己開

示の影響について，各問診項目で比較を行った．表

3 では若者医師の答えやすさと正直さが，表 4 では

年配医師の答えやすさと正直さが示されている． 
 若者の対話エージェントの場合，背景を描いた場

合よりも，背景なしの場合の方が答えやすく，正直

に話せるという傾向が見られた．詳しく見ると，Q2
の答えやすさでは背景なし－診療室背景(p<.05)と，

背景なし－役員室背景(p<.05)で有意差が確認できた．

また，Q2 の正直さについても背景なし－役員室背景

(p<.05)で有意差が確認できた．同様に Q3 の答えや

すさでは，背景なし－役員室背景に(p<.05)で有意差

が確認できた．一方で，背景がある同士で比較する

と，答えやすさ正直さともに統計的な有意差は確認

できなかった． 
表 3 若者医師の答えやすさと正直さの値 

答えやすさ 

Q1 若者背景なし 若者診療室 若問役員室 

平 均 2.35 2.62 2.64

標準偏差 0.97 1.00 0.99

中央値 2 3 3

Q2 若者背景なし 若者診療室 若問役員室 

平 均 2.36 2.74 2.77

標準偏差 0.93 0.94 1.08

中央値 2 3 3

Q3 若者背景なし 若者診療室 若問役員室 

平 均 2.41 2.73 2.83

標準偏差 0.92 0.95 1.07

中央値 2 3 3

正直さ 

Q1 若者背景なし 若者診療室 若問役員室 

平 均 2.11 2.35 2.43

標準偏差 0.88 0.89 0.92

中央値 2 2 2

Q2 若者背景なし 若者診療室 若問役員室 

平 均 2.24 2.43 2.63

標準偏差 0.91 0.86 0.98

中央値 2 2 3

Q3 若者背景なし 若者診療室 若問役員室 

平 均 2.31 2.48 2.57

標準偏差 0.95 0.88 0.97

中央値 2 2 2

 年配の対話エージェントの場合，平均値で比較す

ると，背景なしや役員室と比較して，診療室背景で



描かれたほうが答えにくく，正直に回答できない傾

向が現れた．統計的には，背景なしと診療室背景で

有意差は確認できなかった．また，背景なしと役員

室背景では，統計的な有意差は確認できなかった．

答えやすさの項目の Q1 と Q3 では，診療室背景－役

員室背景(p<.05)で有意差が確認できた． 
表 4 年配医師の答えやすさと正直さの値 

答えやすさ 

Q1 年配背景なし 年配診療室 年配役員室 

平 均 2.40 2.67 2.34

標準偏差 0.95 1.03 1.07

中央値 2 3 2

Q2 年配背景なし 年配診療室 年配役員室 

平 均 2.38 2.64 2.40

標準偏差 0.98 1.09 1.10

中央値 2 2 2

Q3 年配背景なし 年配診療室 年配役員室 

平 均 2.46 2.78 2.36

標準偏差 1.01 1.12 1.11

中央値 2 3 2

正直さ 

Q1 年配背景なし 年配診療室 年配役員室 

平 均 2.03 2.27 2.01

標準偏差 0.76 0.96 0.92

中央値 2 2 2

Q2 年配背景なし 年配診療室 年配役員室 

平 均 2.11 2.33 2.11

標準偏差 0.82 1.02 0.92

中央値 2 2 2

Q3 年配背景なし 年配診療室 年配役員室 

平 均 2.25 2.47 2.16

標準偏差 1.03 0.99 1.00

中央値 2 2 2

対話エージェントの違いによる背景ごとの

自己開示の影響 

 次に，対話エージェントの年齢の違いによる背景

ごとの自己開示の影響について，各問診項目で比較

を行った．背景なしと診療室の場合において，問診

項目によらず，答えやすさと正直さにおいて，統計

的な有意差を確認できなかった． 
  背景を役員室にした場合で比較すると，問診項目

によらず，答えやすさにおいて年配の方が若者より

も答えやすい傾向がみられた．全ての問診項目にお

いて，統計的な有意差を確認できた(p<.05)．また同

様に正直さにおいても，年配の方が若者よりも答え

やすい傾向がみられた．統計的な有意差を確認でき

た(p<.01)． 
 

考察・まとめ 
 本研究では，対話エージェントが診療室や役員室

などの異なる場所に置かれた場合に，その背景が自

己開示にどのような影響を与えるかを調査した．ま

た，対話エージェントの年齢も変化させて，その組

み合わせの効果も検討した． 
まず年齢を固定した場合の背景による自己開示への

影響であるが，その結果は年齢によって異なった．

若者の場合では，背景なしの方が自己開示しやすい

傾向が得られた．一方で年配の場合では，背景の有

無では影響が見られなかったものの，役員室背景と

診療室背景に有意差が現れ，役員室のほうが答えや

すい傾向が現れた．それぞれ，対話エージェントの

年齢が若者でも年配であったとしても，自己開示の

しやすさを向上させる背景が現れた． 
次に，背景を固定した場合の年齢による自己開示

の影響について分析したが，その結果は背景によっ

て異なった．診療室背景では，年齢の影響は自己開

示に現れなかった．一方役員室背景では，若者より

も年配のほうが自己開示しやすい結果となった．こ

れらは，自己開示のしやすさが年齢によって増減す

る背景が現れたことを示している．本研究の調査は，

対話エージェントの年齢と置かれている背景の組み

合わせが，自己開示しやすさに影響を及ぼしている

ことを示している． 
 対話エージェントの外見特性のうち年齢，性別，

役割の特性を変化させ，医療現場における親しみや

すさや好みを調査した研究[6]では，年配のエージェ

ントよりも若いエージェントを好む傾向が現れてい

る．しかしながら，先行研究では，単一要因での調

査にとどまっている．今回の調査では，背景画像と

対話エージェントの組み合わせが，自己開示しやす

さに影響することがわかった．特定の背景を追加す

ることで，年配の対話エージェントに自己開示しや

すくなるという先行研究では見られなかった現象が

現れた． 
 本研究では，自己開示において，外見特性の単独

での調査における限定性を示すことができたと考え

られる．対話エージェントの外見特性だけでなく，

対話エージェントの背景によっても、認識が変化す

る．そのため，他の状況でも，対話エージェントの

外見だけでなく，利用者と対話エージェントとの関

係性や目的に応じた背景画像を選ばなければ，設計

者が意図しない印象を利用者に与えてしまうリスク



が考えられる．今後の調査においては，対話エージ

ェントの外見特性の組み合わせを包括的に調査する

必要がある．特に，年齢や性別などが，対話エージ

ェントの利用場面によってどのように影響するかを

明らかにすることで，利用者から自己開示を引き出

せる対話エージェントの製作が期待される． 
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